
技術分類

技術名称 既設インフラの維持管理ＣＩＭ 担当部署 総合技術本部　ＣＩＭ推進室

NETIS登録番号 － 担当者 工藤　新一

社名等 中央復建コンサルタンツ株式会社 電話番号 06-6160-1171

技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　CIMは、計画・設計の段階からＣＩＭモデルを作成し、施工、維持管理へと流通・利活用すること
で、建設生産プロセス全体の効率化・高度化を図る新しい概念です。
　しかし、既設インフラについては、維持管理段階でＣＩＭモデルを作成する必要があり、その対象
数も多く、CIMモデル作成に係るコストおよび手間の軽減が課題となっています。
　その課題解決のために、維持管理での利活用用途に即したCIMモデルを低コスト、かつ手間をか
けずに生成できる技術・手法が求められています。

　既設橋梁における維持管理の活用用途に即し、低コストかつ手間をかけず簡易に生成できるＣＩ
Ｍモデル「パノラマウォークスルー」のプロトタイプを構築しました。
　「パノラマウォークスルー」は、360度パノラマ写真にウォークスルー機能を付加したシステム構造
とし、既設橋梁の維持管理に必要な以下の機能を搭載しています。

　機能1：点検箇所の構造を確認できる機能　　　　　　機能4：損傷個所を確認できる機能
　機能2：検査路ルートを確認できる機能　　　　　　　　機能5：現場への進入ルートを確認できる機能
　機能3：点検結果等の属性情報を参照できる機能

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　３ＤＣＡＤ等を使用せず現場で撮影した写真（画像データ）から簡易にＣＩＭモデルを作成でき、既
設橋梁のＣＩＭモデル作成に係る維持管理段階での手間・コストを軽減できます。
　また、「パノラマウォークスルー」を維持管理のプラットフォームとして活用することで、様々な維持
管理の情報（管理台帳、点検記録、設計・施工情報など）を素早く参照でき、維持管理の効率化・高
度化が図れます。

４．技術の適用範囲

　「パノラマウォークスルー」のプロトタイプは橋梁を対象として作成しましたが、橋梁以外の様々な
既設インフラにも適用可能です。（適用例：樋門・樋管、堤体・堤防、護岸、道路土工、造成地など）

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表


